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スピン流を応用したスピントロニクス研究が始まって久しい。一般に、スピンを見る

ことに適していると言われる中性子で、これまで関連した報告がほとんどないことはそ

の研究の困難さをよく示している。その主な理由は多くが温度勾配、マイクロ波や超音

波などの外場下で、金属と接する磁性体界面での非平衡現象であることが原因と言える。

一方で、このような困難なスピントロニクス研究に中性子散乱でどこまで迫れるかは興

味深い課題である。スピントロニクス研究では、試料としてイットリウム鉄ガーネット

(YIG) が多く使われるが、その中性子非弾性散乱実験の報告も少ない[1,2,3,4]。YIGで

は、温度勾配 [5] および超音波注入 [6,7] のもとで、スピン流が白金薄膜上でスピ

ン・ゼーベック効果として観察される。これまでのスピントロニクス関連の中性子散乱

実験では、4SEASONS (BL01)、DNA (BL02)、VIN ROSE (BL06)、AMATERAS (BL14)、
POLANO (BL23) を用いてきた。その中で、YIG単結晶では超音波注入により低温で磁

気ブラッグピークは2倍近く増大した。超音波による格子振動で磁気ブラッグピーク強

度が増大したため、この増大はスピン・格子結合に密接に関係すると考えられる。とこ

ろが温度上昇と共に100 Kを超えるとその増大が急激に低下した[8]。熱勾配によるスピ

ン流が生成する縦型スピン・ゼーベック効果でも同様の温度で抑制されていることから 
[9]、両者に密接な関係があると考えられる。このような温度変化による異常は、YIGの

他の物性でも観測される [10,11]。ここではこれまでの中性子散乱によるスピントロニ

クス研究についてまとめて紹介したい。 
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